


































A Report on Overseas Teaching Practicum by Graduate Students in  
Elementary/Secondary Schools in the United States (Ⅸ) 
Seiji Fukazawa, Tomoyuki Kobara, Atsushi Asakura, Taketo Matsuura, Nagako Matsumiya,
Atsumi Ueda, Yukitaka Kamino, Kosuke Kawahara, Hiroki Saito, Kazuya Takeuchi, 
Saori Tani, Saori Tsubone, Takuma Nakagawa, Hiromu Harada, 
Akiko Fukuoka, Fujihiko Moriya, Kaoru Yamada and Rina Yoshida
Abstract.  This short paper reports on the 9th overseas teaching practicum in the United States by 12 graduate students of 
Hiroshima University, Japan, partly organized by Hiroshima University Global Partnership School Center (GPSC). The grand total 
has become 89 since this project started in 2006.  The participants this year were those majoring in elementary/secondary school 
education, including one in-service teacher.  They observed and conducted lessons in English in four local public schools in North 
Carolina.  The aim of this project was threefold: 1) to self-develop practical instructional competence by teaching pupils with 
different cultural backgrounds; 2) to enhance the abilities in developing teaching materials through hands-on teaching experiences 
in English; and 3) to acquire the abilities to design, implement and evaluate programs for promoting global partnership.  Like past 
years, their teachings were very positively covered by the local newspapers and websites. Later, the project was followed by cross-
cultural field study visits to NC State Capitol, Raleigh and the U.S. Capitol, Washington, D.C. It is hoped that this intensive 


















































































































































































































































































































































































































































































































































第８学年  異文化理解“Let’s express peaceful visions for the future!”
教育学研究科　科学文化教育学専攻　社会認識教育学専修　  竹　内　和　也
１　ねらい







押さえたうえで，『RUNNING WITH COSMOS FLOWERS』の主人公はなこ（物語上の仮称）が描いた絵を見せた。









ようと思うこと  ②将来実現してほしいこと  ③私の夢
の３つのテーマから，１つ選び書かせた。
３　成果と課題














































































Let’s enjoy Children’s Day!
B ２
図画工作科
Let’s draw summer on “Uchiwa”!
C ２
異文化理解 
Let’s enjoy Bon dance!
D ３
異文化理解
Let’s make a kamishibai!
E ３
異文化理解
Let’s send your message with the “Tairyobata”!
F ４
異文化理解
Let’s feel common and different points of 
between U.S. and Japan!
G ４
異文化理解
Let’s present “Osechi ryori” in a layered box!
H ５
異文化理解
Let’s exchange by Japan-U.S. school culture!
I ６
異文化理解
Let’s experience a gesture of Japan!
J ６
異文化理解
Let’s design “Four Cell Manga”!
K ７
異文化理解
Let’s draw the picture letter with the Kumano 
brush pen. −Message of your dreams−
L ８
異文化理解
Let’s experience peaceful visions for the 
future!
＊ 「教科等，題材・テーマ」は，参加者（授業者）が
付したものであり，授業を実施した当該校にとって
は教育課程外の投げ入れ授業として位置づけられる
ものである。
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起承転結を意識して４コマ漫画を作る，原爆を
テーマに平和について考える，といった深い思考
を伴う挑戦的な授業が立案された。限られた英語
力と授業時間の中でこのようなテーマを扱うこと
は容易ではなく，大きな挑戦を試みたことは素晴
らしいことであった。
②　学習指導の成果と課題
授業に対するアメリカの子どもたちからの積極
的な反応や意欲的な取組の様子から，いずれの参
加者も一定の達成感を得たことが，前章に掲げた
参加者による報告から読み取れる。
また，綿密な授業準備や，児童・生徒からの反
応の想定により，授業を通して伝えたかったこと
が伝えられた，という成果を得た参加者もいた。
これを可能にした一つの要因は，７月に実施した
ワークショップにおいて現地の先生から現場の様
子や児童・生徒の実態を聞けたことであろう。授
業は丁寧な学習者の実態・状況把握に基づくべき
であるが，訪問者として単発で授業をする大学院
生にとっては，この点が最大の課題でもある。ア
メリカから先生を招いてのワークショップを行う
ことは，時間・予算の両面から考えても容易なこ
とではないが，授業の準備をより具体的かつ学習
者を想定したものにするためには欠かせないもの
であることを実感した。また，このワークショッ
プが参加者にとっては第１回目の英語を用いての
交流体験の場でもあり，英語を使うことへの抵抗
感を和らげたり，積極性を養ったりする上でも重
要な時間であると感じた。
一方，課題としては参加者による報告に次のよ
うなものが挙げられた。
【英語力不足】
A，K，L
【分かりやすい説明】
A，C，I
【授業時間不足】
B，D
【学び（異文化理解）の達成度】
E，F，G
英語力不足と分かりやすい説明ができなかった
との反省は，共に英語力に関連していると思わ
れ，用意していた英語しか言えず，学習者の発言
への臨機応変な対応が十分に出来なかったこと
や，児童・生徒の学年や既知情報への配慮が足り
ず，難解な表現で伝えてしまった等の反省が見ら
れた。今後は，日本で英語を学習する際の英作文
で習ったような表現ではなく，「伝える」ことを
もっと意識した準備が必要になるだろう。また，
今回実習を行った学校はいずれも ICT環境が整っ
ており，電子黒板を使用することが多かった。ス
ライド使用が可能であったからこそ，セリフの全
てをスライドに書いておくようなものも見られた
が，児童・生徒に見せるスライドは，児童・生徒
の理解のためのものであるべきである。幼稚園や
１年生を対象とした授業で，指導者が話す内容を
英語でスライドに示しても，学習者は理解でき
ず，あくまで指導者が英語に困らないための道具
にすぎない。相手の状況を踏まえた授業準備を意
識することが今後求められるだろう。
また，参加者による授業は１回限りのものであ
り，その授業時間は概ね40分程度であった。そ
の時間で何もかもを伝え，体験することは困難で
ある。どこに力点を置くかを取捨選択することが
必要であり，また最低限目指すことを明確にして
おくことが大事であろう。今回，学び（異文化理
解）がどこまで達成できたのか，という点につい
て反省を挙げている参加者が複数いた。学年や時
間やいろいろな状況を踏まえ，授業の目標や内容
を絞り込むことは，内外を問わずどんな授業構成
においても重要であり，それを実感することも体
験型海外教育実地研究の趣旨でもある。
4　参加者の「自己の変容」についての考察
前章に掲げた参加者による「自己の変容」の記
述内容から，大きく分けて「言語と非言語による
コミュニケーション」と「国境や言語を超えた『人』
人としての思いやりという共通点」に関して，自
己変容につながる学びがあったことが明らかに
なった。
多くの参加者が英語面への不安を抱えながら本
体験に参加した。授業や様々な交流を通して，英
語が十分でないために，児童・生徒へのコメント
等ができなかったり，議論を深めることができな
かったりした体験をした者も多く，言葉の重要性
に改めて気づく経験となったと思われる。一方で，
参加者の多くが，「気持ち」や「挑戦心」があれば，
ジェスチャー等を駆使することで，何とか伝え合
うことができるということも経験した。それに
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よって，言葉は重要であるが，言葉が全てではな
く，コミュニケーションを可能にするのは気持ち
や心の部分も大きいことを学んだ様子がうかがえ
た。ある学生は「相手が自分（の英語）を理解し
ようと一生懸命になってくれた姿を見て，自分の
意図が伝わるのは相手が理解しようとしてくれた
からだということに気付くことができた」と記述
していた。母語であっても，外国語であっても，
伝わってあたりまえなのではなく，相手への意識
があってこそコミュニケーションが生まれること
への大きな学びと言えるだろう。
また，現地の先生方が大変親身になって授業中
もそれ以外の場面でも，参加した大学院生を支え
てくださった。このような交流を通して，文化や
習慣に違いはあれども，思いやりの心やもてなし
の気持ちは共通しているという気づきを何人もの
参加者が記していた。今後は，この学びを日本の
教育現場において，次世代を担う子どもたちに伝
えていくことであり，それを可能にする体験をし
てきたと確信している。
本節の最後に，日本の筆文化を紹介した参加者
による次の記述を紹介する。それは「（アメリカの）
生徒からなぜ日本人はこのような書きにくい筆を
使うのかという質問があり，その場で答えること
ができなかった。」というものである。私たちは
自分たちの周りにあるものを当然のものとして受
け止め，そこに「なぜ」と疑問を持って考えるこ
とはなかなかできない。筆の件は一例であるが，
異文化に触れることによって，また文化の異なる
人との交流によって，自らが当然と思っていたこ
とに改めて目を向け，考えることができるように
なる。異文化・自文化への敏感さを養う上でも，
本体験は意義深いものであったと思われる。
５　おわりに
以上の記録と考察のとおり，今年で９年目とな
る体験型海外教育実地研究も無事，終了し，教育
を通した国際交流に大きな成果を上げることがで
きた。冒頭で述べたように，今年の参加者は合計
12名であった。授業構想から指導案作成・検討を
含む事前研修会から，現地教員を招聘しての研修
会，本実習，事後指導，報告書の執筆と，参加者
の院生諸君はそれぞれの授業・演習や各自の予定
を調整しながら，多くの時間をかけて誰もが未体
験の海外での英語による教育実習という活動を終
えて，大きな感動と自信を得たことと思われる。
以下では今年度の実地研究を振り返り，来年度へ
の研修につなげるため，今後に向けた評価と課題
について述べたい。
第一に，今回は参加者が取り組んだテーマの多
様性に進展が見られた。大学院生は各自，専門領
域や問題意識が異なるため，開発された教材も大
変，幅広いものとなった。日本の事情や生活・習
慣について解説する，いわゆる「日本紹介型」の
授業はほとんどなく，いずれも日本文化・事情を
題材としながらも，そこから日米のものの見方や
考え方の類似点と相違点を引き出そうとする授業
が多く見られた。その中でも，広島での原爆の被
害に遭った子どもたちとアメリカの協会との交流
といった重たいテーマを扱ったものもあった。ま
た，近年の日本では見られなくなったような伝統
的な行事の意味づけなども扱われ，教材研究・開
発において例年以上にテーマを深く掘り下げよう
とする意欲の表れた授業もあった。このような体
験は，今後の教材開発力の涵養に資するものと言
えるであろう。
第二に，現地の人々との英語によるコミュニ
ケーションにおいて，参加者の積極的な態度が見
られたことも , 今年度の研修の大きな成果であっ
た。日本語が全く通じない環境に初めて置かれる
ことは，大変な不安を伴うものであるが，毎年，
その不安の克服が進んでいるように感じられる。
もちろん，参加者による自己研鑽の努力があって
こそ実現できたことが多いが，その背景には，現
地の人々の献身的な交流や努力による支援があっ
たことは言うまでもない。
最後に，来年度に向けて努力を要する課題につ
いて少し触れたい。まず，アメリカ合衆国に対す
る諸事情の知識・理解をさらに深めていく必要が
ある。各院生はそれぞれ専門分野を持つため，そ
の研究領域については豊かな知識を持っている
が，それを離れた場合，たとえば，アメリカの地
理，歴史，政治・経済，メディアなどの一般常識
的な部分でさらに幅広い知識を持つことが，より
広い地域理解につながると考えられる。特に現地
の子どもたちは，生活する地域からほとんど離れ
たことがなく，自分を取り巻く限られた地域環境
が全てであると考える傾向があり，子どもたちと
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のやりとりを一般化していくには，慎重な姿勢と
解釈が必要であろう。
続いて，英語によるコミュニケーションのあり
方について，今一度，努力を重ねることを期待し
たい。特に，話し言葉，スピーキングのみでなく，
確かな聞き取り，リスニングが重要である。教育
分野については共通する部分が多いため，ついわ
ずかに聞いてそれを一般化して，わかったつもり
になってしまうことがある。実習校での授業観察，
実施について，現地の担当教員からの説明や，助
言，進言などは深く傾聴すべきであろう。時に，
私たちは自ら慣れ親しんだ日本の教育というフィ
ルターを通して理解してしまう可能性もあり，
しっかりと耳を傾けること，さらにはわからない
ことがあれば，稚拙でも構わないので疑問点を
しっかりと押さえることは，思わぬ発見につなが
るであろう。「ことば」を通して教科を教える以上，
日本語によるコミュニケーションスタイルの特徴
をグローバルな観点から再度，捉え直す貴重な
チャンスとして，この体験型海外教育実地研究が
活用されることを希望したい。
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